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ＣＯＮＴＥＮＴＳＣＯＮＴＥＮＴＳ

高橋　麗 さん （55 歳）

＝水沢佐倉河＝

人生は一生勉強
感謝の思いを胸に恩返し

　「
今
ま
で
受
け
て
き
た
恩
を
た

く
さ
ん
の
人
に
返
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
」。
そ
う
語
る
の
は
、
昨

年
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
で

外
国
人
の
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

担
当
し
た
高
橋
麗
さ
ん
だ
。

　
麗
さ
ん
は
来
日
当
時
を
振
り
返

り
、「
日
本
で
の
生
活
に
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
た
く
さ

ん
の
人
が
支
え
て
く
れ
ま
し
た
」

と
話
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

れ
ば
、
す
ぐ
に
周
り
の
人
に
聞
く
。

す
る
と
丁
寧
に
そ
の
答
え
を
教
え

て
く
れ
る

―
。「
下
手
な
日
本

語
で
も
、
心
の
通
じ
合
い
を
感
じ

る
と
、
安
心
し
た
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
」
と
思
い
返
し
た
。

　
昨
年
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

会
場
で
は
、
中
国
語
通
訳
を
担
当
。

通
訳
者
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、
中
国
語
以
外
を
話
す
外

国
人
に
対
し
て
も
、
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
や
優
し
い
日
本
語
を

使
い
、
不
安
に
思
う
外
国
人

に
寄
り
添
っ
た
。「
た
く
さ

ん
の
人
に
感
謝
し
て
も
ら
い
、

と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま

し
た
ね
」
と
照
れ
く
さ
そ
う

に
は
に
か
ん
だ
。

　
座
右
の
銘
は
、「
人
生
は
、

一
生
勉
強
」
と
語
る
麗
さ
ん
。

こ
れ
ま
で
受
け
て
き
た
感
謝

を
胸
に
、
麗
さ
ん
は
こ
の
先

も
た
く
さ
ん
の
人
に
笑
顔
を

届
け
る
。
　

水沢地域交流館（アスピア）でほほ笑む麗さん。「私の活
動が皆さんのためになると、うれしい気持ちになります」

たかはし・れい

◎ 1966 年、 中 華 人

民共和国ハルビン市

生まれ。奥州エフエ

ム「多言語通信局」

では火曜日に中国語

を担当。アスピアの

活動にも積極的に参

加する。趣味は読書。

　菊池スガ子さん（水沢・82歳）は、昨年９月に難病を患った夫・

光雄さんを亡くしました。スガ子さんは、「発病から最期まで

を含め、夫婦で歩んだ道に後悔はないです」と話します。その

道のりで光雄さんは、家族や医療従事者らと共に何度も「人生

会議」を行い、『どのように生きていきたいか』を話し合って

きました。最期まで、自分らしく生きた光雄さん。それを支え

たスガ子さん。それぞれを想う気持ちはこの先も変わりません。
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最期まで、自分らしく

　「生命」は永遠ではありません―。

命あるものは、いずれ必ずその生涯を閉じます。

「最期」は誰も考えたくはないことですが、

その時は皆にやってきます。

またそれがいつ訪れるかは、誰も分かりません。

あなたはいずれやってくる　「その時」と

しっかりと向き合っていますか？

本特集では、私たちがいつか直面する

人生の「最期」との向き合い方を考えてみましょう。

特集


